
   

25 日獣 発 第 241 号 

平成 25 年 12 月 10 日 

 

地方獣医師会会長 各 位 

 

公益社団法人 日本獣医師会 

会 長  藏 内 勇 夫 

(公印及び契印の押印は省略) 

 

「動物性加工たん白質の輸入一時停止措置に係る輸入検疫実施要領」の 

一部改正について 

 

このことについて、平成 25 年 12 月 2 日付け 25 消安第 4179 号をもって、農林水

産省消費･安全局長から別添のとおり通知がありました。貴会関係者に周知方よろしく

お願いいたします。 

このたびの通知は、現在、BSE（牛海綿状脳症）の我が国への侵入を防止するため、

砕骨等の動物性加工たん白質は、原則として輸入を停止している一方、人や家畜に直

接供されるものでないことから、いくつかの骨炭製造用の砕骨については、BSE非発

生国原産の健康な家畜由来であることや適切に加工処理を行うこと等を条件として輸

入を認めてきましたが、今般、顔料用骨炭製造用砕骨についても、一定の条件を満た

せば、BSE の発生リスクを高めることはないということが確認できたことから、「動

物性加工たん白質の輸入一時停止措置に係る輸入検疫実施要領」の一部を改正し、顔

料用骨炭製造用砕骨の輸入を認めることとしたことについて、本会会員に了知と周知

を依頼されたものです。 

 

本件内容の問合せ先 

公益社団法人 

日本獣医師会：事業担当 笹川 

TEL  03－3475－1601 
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